




























































































28年の熟達した保育者（以下， 保育者 A） と，
幼稚園教諭免許状と保育士資格をもつ専攻科学生
（以下，学生 B）の 2 名。保育者 A，学生 B は


































学生 B 2015年 6 月 8 日 2015年 6 月12日 2015年 6 月19日 2015年 6 月22日
保育者 A 2015年 6 月24日 2015年 7 月 6 日 2015年 7 月13日 2015年 7 月17日
76 熟達した保育者の絵本の読み聞かせの特徴
2 ．記録・分析方法

























表 ３ 　絵本「ころ ころ ころ」の読み聞かせへの導入（読前～表紙）


































育者 A の特徴とし表 2 に示した。
（2）絵本の読み聞かせ前の導入の事例
　表 3 は，絵本「ころ ころ ころ」の読みきかせ
前の保育者 A，学生Ｂの導入の様子である。































については，表 3 に見る通り，絵本「ころ ころ 
ころ」の前には学生Ｂも行っていたが，他の絵本
の前にも必ず行っていたわけではなかったため，












































































でいたのに対し，保育者 A は，地の文の ころ を
変えて『ころん』にかえ，さらに，『ころん』 〈間〉 


















表 ５ 　 「登場人物の動き・感情・状況を，読み方の工夫（声の高低，大小，読みの速度，リズム，メロディー，間）
によって表現する」の事例
絵本「ころ ころ ころ」　場面 9 ：色玉が嵐の道を移動する場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： あらしのみち 〈間〉 ころ ころ ころ （ゆっくり読む）Ａ： あらしのみち 〈間〉 『ころん』 〈間〉 『ころん』 〈間〉 
『ころん』 〈間〉 （地の文の ころ を変えて読む。
ドソドのような音程で，最終的に １ オクターブ高
くなるように読み，色玉が風に軽やかにとばされ
ていく様子を表現する） 『ころん』 〈間〉 『ころん』 

















































絵本「ぞうくんのさんぽ」　場面 9 ： 3 匹で歩く場面
学生Ｂ 保育者Ａ































































絵本「もりのおふろ」 場面 7 ：ブタたちがワニの背中を洗う場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： こんどは 〈間〉 ［ブタを指差しながら］『誰がやっ
てきたかな？』
Ｃ：『ブタ』　
Ｂ： 『そう』 ブタの きょうだいが やってきました。 
〈間〉 「ブタさん，わたしの 『からだを』 （地の文
のせなかを を変えて読む） あらってもらえません
か」 〈間〉 ［ワニを指差しながら］『ワニさん』 （地の
文の ワニが を変えて読む） がいいました。 〈間〉 
「はい，いいですよ」 〈間〉 ［動物たちの絵の上で
手を動かし，背中を洗う仕草をしながら］ ごしご
し しゅっしゅ 〈間〉 ごしごし しゅっしゅ
Ａ： こんどは ［ブタを指差しながら］ ブタの きょうだ
いが やってきました。 〈間〉 「ブタさん， わたし
の せなかを あらってもらえませんか」 〈間〉 ワ
ニが いいました。 〈間〉 「はい，いいですよ」 〈間〉 
［右手をグーにして自分の体の前で上下に動かし








絵本「ぞうくんのさんぽ」 場面 3 ：かばに会う場面
学生Ｂ 保育者Ａ







































読んでいたのに対し， 保育者 A は，『うわっ』　








絵本「ぞうくんのあめふりさんぽ」 場面 4 ：池に入っていく場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： ばしゃ ばしゃ ばしゃ。 『ぞうくんとかばくんはお
池の中を歩きました』
Ａ： ばしゃ ばしゃ ばしゃ。 『ばしゃ』 〈間〉 『ばしゃば
しゃばしゃばしゃ』 （ばしゃ を １ 回増やして 4 回
にし，それを 2 回繰り返して計 8 回読む） （後半
に向けて徐々に音の高さを上げていく）
Ａ：保育者Ａ　Ｂ：学生Ｂ　Ｃ：子ども






































































Ｂ： 『じゃっぼーん』 （地の文の どっぼーん を変えて
読む）






















3 ． 保育者 A の絵本の読み聞かせ後の終結の比
較検討


























絵本「ころ ころ ころ」　場面 7 ：色玉が坂道を上る場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： さかみち ［色玉を左から順番に指差しながら］ 
〈間〉 ころ ころ 『ころ』 （地の文より ころ を １ 回
多く読む） 〈間〉 ころ ころ ころ 
Ａ： さかみち ［色玉を左から順番に指差しながら］ 
〈間〉 ころ ころ 『ころ』 〈間〉 （地の文より ころ 









Ｂ： ぞうは らいおんに おこられて しまいました。 
〈間〉 でもね 
Ａ： ぞうは 〈間〉 らいおんに 〈間〉 おこられて しまい




































































































①　 明るく歌を歌うなどして，楽しい雰囲気をつくる １ １ １ １ １




④　 静かにきくよう声をかけ，絵本をきくための環境づくりをする １ １ １
⑤　 作者名を言う １ １ １ １ １
⑥　 絵本を読んでもらう前に「拍手をする」というマナーを大切にす
る




5 3 3 12
②　 登場人物の感情・状況を自分の表情でも表現する 2 5 １
③　 登場人物の動きを自分の動作でも表現する 7 １ １
④　 子どもが真似しやすい動作を繰り返す 7
⑤　登場人物によって声をかえる 4 6
⑥　 擬態語，擬音語を生かして，場面を盛り上げる １ １ １
⑦　 文字のないページで擬音語を用いて場面を表現する １ １
⑧　 本自体を動かして，躍動感を表現する 2 １








①　 子どもと一緒に登場人物を振り返る １ １ １
②　 表紙を見せながら，「おしまい」であることを知らせる １ １ １ １ １
③　 絵本を読んでもらった後は「拍手をする」というマナーを大切に
する














　これらの背景は， 4 月に 2 歳児クラスでの集団
生活をスタートさせた子どもたちが，そこでの生
活の流れに慣れ，安定して過ごす中で， １ つ １ つ
の活動を楽しみに期待しながら，自ら参加する気
持ちをもってほしいという保育者の願いもあった
のではないかと思われる。
　読み聞かせ過程でも，様々な工夫が凝らされて
いた。「登場人物の動き・感情・状況を，読み方
の工夫（声の高低，大小，読みの速度，リズム，
メロディー，間）によって表現する」「登場人物
の感情・状況を自分の表情でも表現する」「登場
人物の動きを自分の動作でも表現する」「子ども
が真似しやすい動作を繰り返す」「登場人物によっ
て声をかえる」「擬態語，擬音語を生かして，場
面を盛り上げる」「文字のないページで擬音語を
用いて場面を表現する」「本自体を動かして，躍
動感を表現する」「抑揚をつけてストーリーの展
開を明確にする（メリハリをつける）」「人や動物
ではない図形等も登場人物（生きているもの）と
みなし表現する」「微笑みながら，子どもに視線
をむける」などである。
　読み方の工夫だけでなく，読み手の表情や動き
も生かして，登場人物の動き・感情・状況が表現
されていたのは興味深い。特に，読み手が自らの
動作を取り入れることで，子どもも一緒になって
その動作を真似して行い，それにより読み手と子
どもとの一体感が一層生まれていたように思われ
る。
　擬態語，擬音語を生かして場面を盛り上げたり，
本自体を動かして躍動感を表現したりといった工
夫も，子どもたちを惹きつけるものになっていた
と思われる。こうした強調がある一方で，静かに
落ち着いた雰囲気で読む場面もあり，場面ごとの
メリハリが，子どもたちをどきどきわくわくさせ
たり，ほっとさせたりすることにつながっていた
と思われる。
　絵本「ころ ころ　ころ」は，人や動物が登場
せず，登場人物の会話も一切なく，色玉がひたす
らいろいろな場所を転がっていく様子を描いた絵
本であるが，この絵本の読み聞かせでは，「人や
動物ではない図形等も登場人物（生きているもの）
とみなし表現する」という特徴が，学生Ｂの読み
聞かせと比較して際立っていた。固定概念にとら
われず，読み手が柔軟な見立てをすることで，子
どもたちも，色玉を自分たちと同じように生きて
いるものと感じることができていたように思われ
た。
　さらに，「微笑みながら，子どもに視線をむける」
というのも，保育者 A にのみ認められたもので
あった。学生Ｂも度々微笑みながら絵本を読んで
はいたものの，子どもの方に視線を向けることは
なかった。保育者 A がゆとりをもって読み聞か
せをする中で，微笑みながら視線を向けることで，
子どもたちも安心して，絵本に集中し楽しめてい
たのではないかと思われる。
　冒頭でも述べた通り，横山ら（2008）は，保育
における読み聞かせの意義として，「保育者と子
どもたちの安定した信頼関係の上に積み重ねられ
る共有体験（一体感） であること」「絵本と子ど
もの生活が連続した読み聞かせであること」を挙
げ，さらに，「日常を離れた空想世界を楽しむ絵
本の読み聞かせ」について提案している。表１9に
示した保育者 A の特徴はいずれもこれらの意義
に関連したものであったと思われる。絵本選びの
段階から，保育者は子どもたちの日々の生活をふ
まえ，それらが絵本とつながり，子どもたちの日々
の生活も，また，絵本の想像の世界を楽しむこと
も，どちらもが豊かになることを願っていたもの
と思われる。絵本「もりのおふろ」の読後の終結
の際に，仲良しな森の動物たちに触れ，『みんな
で仲良しだね。○○組さんも森の動物さんみたい
に仲良くプールに入れるかな？気持ちがいいとい
いですね』（表１7）と保育者が子どもたちに言葉
をかけていたところからもそれがうかがわれる。
子どもたちへの愛情を基盤に，保育者が日常を離
れた空想世界を，子どもたちと一体となって共に
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楽しみたいと願うことで，様々な表現の工夫が生
まれてきていたのではないかと思われる。
　以上，熟達した保育者の導入，終結を含む絵本
の読み聞かせの特徴を見てきた。ただし，本研究
は，保育者Aのみを対象とした一事例に過ぎない。
今後はさらに，他の熟達した保育者の事例も見て
いきたいと思う。
付記
　本論文は，山梨学院短期大学研究倫理規程に基
づく「人の研究に関する研究倫理審査」により承
認された（承認番号20１6007）。
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